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ＭＰＰＳとは 

MPPSとは、Modality Performed Procedure Stepの略で、
DICOM規格で規定される検査装置で実施される検査の内容及
び経過情報のことです。 

日本語訳はモダリティ実施済手続きステップ 
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http://www.asanumashoukai.co.jp/sanki/dictionary/detail/word0023.php


ＭＰＰＳの位置づけ １ 
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HIS:病院情報システム 

RIS:放射線科情報システム 

MWM:モダリティワークリスト 

SCP:サービスの提供元  SCU:サービス提供を受ける役割 

HL:医療情報標準化規格 



ＭＰＰＳの位置づけ ２ 
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画像診断装置 

Print Management  
Service   (プリント) 

MWM、MPPS 
 (HIS/RIS Connection) 

HIS/RIS 保管装置 

イメージャ装置 

Storage Service 
(保管) 

Query/Retriev
e Service  

(問い合せ／検索) 

観察装置 



ＭＰＰＳ情報の例 

ＲＩＳ（or ＨＩＳ）と装置側ともにＤＩＣＯＭ情報で通信できることが前提である。 

 

一般撮影 

①kV、mA 

③撮影時間や距離(FFD)など 

 

CT 

①kV、mA 

②CTDIvol、DLP 

 

アンギオ 

①X線透視時間 

②面積線量積、入射線量、照射管電圧、照射管電流、照射時間 

 

また、各装置での検査時間や撮影担当技師の名前 
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ＭＰＰＳの用途１ 

汎用的なＭＰＰＳの用途は前スライドのような装置側情報をＲＩＳ 

に送信することでRISで照射録の自動作成が可能となるシステ 

ムであります。 

また、現在では装置により使用薬品（造影剤）もＭＰＰＳで送信 

可能であり医事会計システムまで送信可能。 

 

 

患者選択 ⇒ 検査 ⇒ 実施完了 ⇒ 照射録作成 ⇒ 会計 

 

                        事務処理が半自動化 
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ＭＰＰＳ 



ＭＰＰＳの利用データ 例 ＣＴ 
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ＭＰＰＳの利用データ 例 ＣＴ 
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ＭＰＰＳ等の利点 

MWM、MPPSの機能によって、HISから出された画像検査オー 

ダをRISが受け、オーダに応じた検査プロトコルを設定し、モダ 

リティにMWMによって検査オーダの内容を伝え、 モダリティで 

対応する検査を行った後、実施情報を再びRISにMPPSによっ 

て伝えることが可能である。これらの機能の効果は、 患者名や 

撮影条件設定、使用薬品を重複して入力しなければならない労 

力を削減するとともに、誤入力の機会を減らせる。結果、患者・ 

撮影部位間違い防止、照射録作成の効率・精度向上、使用薬 

品の誤請求防止などに有効。 
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ＭＰＰＳの活用 

照射録作成や使用薬品の送信以外にも 

例えばＣＴ、ＭＲＩでのＦＯＶ情報をＭＰＰＳでＲＩＳ経由で電カルに送信 

し、次回のオーダ時に認識できるようにすることで統一された撮影（撮 

像）が可能となる。 

基本的にはＤＩＣＯＭデータでの通信であるので各施設で必要である 

情報を選択しカスタマイズするシステム構築が可能である。 

 例 

  ・ＦＯＶ 

  ・通過管理（健診施設） 

  ・被ばく管理 

   ⇒ＲＩＳ集計がメインであるが1患者の経時的な被ばく表示 
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ＭＰＰＳの課題 

ＭＰＰＳ単独ではその利用価値は見いだせない。ＲＩＳと組み合 

わせることではじめて装置側で入力した情報から自動で照射録 

の帳票作成等が可能である。これ以外の利用では各施設でカ 

スタマイズする必要がある。 

しかし、ＲＩＳメーカによっては装置側とのカスタム設定に費用が 

かさむことがあるので今後ＭＰＰＳを活用する予定の施設はＲＩ 

Ｓ選定（仕様）と装置側がＭＰＰＳが可能な装置なのか組み合 

わせを考え効率的な検査実施を考慮する必要がある。 
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